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Ｔ地域における幼児の食習慣と地域特性に応じた
食文化伝承について
逸見眞理子※１・逸見佐恵子※１・春名かをり※２・大西孝司※１
Infant Dietary Habits and Regional Characteristics Based on Dietary 
Culture Traditions in Region T
Mariko Henmi , Saeko Henmi , Kaori Haruna and Takashi Ohnishi
　In recent years, children’s food environments have drastically changed and eating-
related problems have become increasingly prevalent, including irregular meals , 
obesity, excessive weight loss, and crises in traditional-dietary cultures.
　In this study, we investigated the dietary habits of children attending a day nursery 
in Region T in Setouchi, as well as the food-culture traditions of the region. The 
investigation results can be summarized as follows:
(1)  Concerning breakfast habits, it was found that 93.8% of the infants ate breakfast 
every day. Responses received indicated a pattern of infants who do not eat breakfast 
when his or her bedtime and getting-up times are relatively late.  
(2)  In terms of communal-eating supper habits, the majority of respondents indicated 
that the family all ate together or that the infant ate with at least one adult; however, 
2.2% of infants ate only with another child or children, and 0.4% of the infants ate 
alone.
(3)  The majority of the infants’ guardians revealed that they thought that dietary 
education was important and that they believed that it should take place at home.
(4)  The guardians’ levels of awareness about, and experience of, eating traditional foods 
during meals were high, but they were only able to prepare a limited number of 
these meals. 
(5)  Although the guardians were only able to prepare a few meals from traditional foods, 
the frequency that they prepared them was higher than in Region M, a mountainous 
area, and they frequently prepared a limited number of dishes that were easy to 
make.
　We suggest that the following measures based on the activities of a regional dietary 
education promotion council could be effective in future: (1) strengthen cooperative 
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緒　　言
　近年、子どもたちを取り巻く食環境が大
きく変化し、不規則な食事、食に関する理
解や判断力の低下、肥満や過度の痩身、食
の海外依存、伝統的な食文化の危機等、「食」
をめぐる問題が顕著化している 1）。
　このため、国は平成 17 年 7 月に「食育
基本法 2）」を施行し、平成 18 年 3 月には、
同法に基づく「食育推進基本計画 1）」が策
定され、都道府県、市町村、関係機関・団
体等多様な主体とともに国民運動として食
育を推進してきた。さらに、平成 23 年に
は「第 2 次食育推進基本計画 3）」を策定し、
これまでの周知から実践に向けて、新たな
取組みを展開している。食育推進計画では、
食育の推進体制を整え、着実に食育は推進
されてきたが、生活習慣の乱れからくる糖
尿病等の生活習慣病の増加が依然として見
受けられる等、食をめぐる諸課題への対応
の必要性はむしろ増加している。
　子どもの頃に身についた食習慣を大人に
なって改めることは難しく、子どものうち
に健全な食習慣を確立することは、成長段
階にある子どもが、必要な栄養素を摂取し
健やかな体をつくり、生涯にわたって健全
な心身を培い、豊かな人間性を育んでいく
基礎となる。家庭は子どもへの食育の基礎
を形成する場であり、保育所、幼稚園、学
校、地域は連携して、家庭における食育の
推進の充実を促進、支援することが必要で
ある 4）− 6）。
　そこで、今回我々は、Ｔ地域（県南、瀬
戸内）の保育園児の生活習慣、食習慣と郷
土料理・行事食（以下「伝統食」）の伝承
の実態調査を実施し、食習慣の実態を把握
するとともに、本学紀要 36 巻（1）で報告
したＭ地域（県北、山間部）の伝統食の伝
承実態 7）と比較し、地域特性に応じた食
育推進のあり方について検討した。
対象および方法
1．調査対象・期間・方法
　対象は、Ｔ地域の 13 保育所に通う 3、4、
5 歳児の保護者全員 755 人を対象とした。
　調査期間および方法としては、平成 23
年 2 月にＴ地域の保育所に依頼し、配票法
によるアンケート調査を実施した。
2．調査内容
　調査内容は、幼児の食習慣、生活習慣と
保護者の食育に関する意識及び伝統食の認
知度、喫食場所、作ることができる伝統食、
作成頻度、作らない理由等である。
　選択項目における伝統食の選別に関して
は、Ｔ市住民子育て課とＴ地域保育所園長
会の助言を得た。
3．解析方法
　統計処理として、クロス集計（分割表）
について独立性の検定（χ2 検定）を行った。
さらに、結果が有意であったものについて、
残差分析を行い、クロス集計表のどの値が，
全体に比べて有意に比率が高い、もしくは
低いかを個別に分析し、p ＜ 0.05 を有意と
した。統計解析ソフトは PASW Statistics 
18（SPSS 社）を使用した。
dietary education activities in line with the characteristics of affiliated bodies; (2) use 
a variety of events to popularize traditional foods; and (3) actively develop projects in 
conjunction with cooking-experience schemes for young people.
Key words : Infant，Dietary Habits，Dietary Culture Tradition
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みられなかったが、起床時間別及び就寝時
間別にみると、有意の差がみられ、起床時
間がおそい児では、朝食摂取頻度が低い傾
向がみられた（p ＜ 0.01）。朝食にかかる
時間は、平均が 21±8 分で、最も時間を要
する児は 60 分であった。（表 2）。
　夕食時間の平均値と偏差は、18 時 38 分
±35 分であった。夕食の共食状況は、「家
族揃って食べる」309 人（61.7%）、「大人
の誰かと食べる」177 人（35.3%）の順で
あり、「一人で食べることが多い」は 2 人
（0.4%）であった。
結　　果
1．対象者の属性
　有効回答は 501 人で、回収率は 66.4% で
あった。保護者の年齢層は 30 歳代が最も
多く、約 7 割を占めていた（表 1）。
2．幼児の食習慣と保護者の食に関する意識
　朝食の摂取頻度は、「毎日食べる」が、
470 人（93.8%）で最も高く、「食べない」
は 1 人（0.2%）であった。年齢別、世帯構
成別（未記入者を除く）では、有意の差が
表 1　対象者の属性
表 2　朝食の摂取頻度
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幼稚園」の 83 人（16.6%）の順であった。
食事のマナーを教えている人は、「母」が
437 人（82.7%）で最も多く、次いで「父」
の 129 人（25.7%）の順であった。
　子どもへの食育とはどんなことだと思う
かという設問に対しては、「1 日 3 食規則
正しく食べること」317 人（63.3%）、「い
ただきます、ごちそうさまなどの感謝を表
すこと」205 人（40.9%）、「家族や友人と
一緒に楽しく食べること」197 人（39.3%）、
「 食 べ 物 を 無 駄 に し な い こ と 」191 人
（38.1%）の順であった。
　献立を決める時に気をつけていること
は、「栄養のバランス」340 人（67.9%）、「家
族の好みに合うもの」333 人（66.5%）、「で
きるだけいろんな種類の食品を使用する」
223 人（44.5%）の順であった。（表 4）。
3．伝統食について　
　16 品について、知っている、食べたこ
とがある、作ることができるかを設問した。
知っている伝統食は「雑煮」と「年越しそば」
　「家族揃って食べる」という回答に関し
ては、年齢別、世帯構成別および偏食の有
無別にはほとんど差がみられなかったが、
夕食時間別にみると、「18 時 31 分〜 19 時」
が、122 人（70.9%）で最も高く、次いで
「19 時 1 分〜 19 時 30 分」の 29 人（61.7%）
の順であった。夕食にかかる時間は 31±15
分で、最も時間を要する児は75分であった。
　偏食に関しては、「何でも食べる」が
116 人（23.2%）、「 少 し あ る 」 が 320 人
（63.9%）、「たくさんある」が 62 人（12.4%）
であった（表 3）。
　児の食事に対する保護者の悩みや気に
なっていることは、「時間がかかる」197
人（39.3%）、「テレビを見ながら食べる」
163 人（32.5%）の順に高かった。
　食育に関する認識は高く、「非常に大切」
が 296 人（59.1%）、「大切」が 197 人（39.3%）
で、併せて大切だと思っている人が 493 人
（98.4%）であった。
　食育を行う場所については、「家庭」が
470 人（93.8%）と最も高く、次いで「保育園・
表 3　夕食の共食状況等
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均 88.9±10.8% に対し、Ｔ地域では 83.1±
16.1% で 5.8% 低かった。
　作ることのできる伝統食は、「雑煮」450
人（89.8%）、「年越しそば」450 人（89.8%）、
「冬至かぼちゃ」383 人（76.4%）の順で
あった。Ｍ地域との比較では、Ｍ地域の平
均 55.1±24.4% に対し、Ｔ地域では 47.7±
26.2% で 7.4% 低かった。これを家族構成
別でみると、核家族の平均が 48.0±27.2%
で、三世代以上が 47.3±22.1% で、大差は
なかった（表 5）。
が 500 人（99.8%）で最も高く、「うなぎ丼」
が 495 人（98.8%）、「おせち」と「ぜんざい」
が 492 人（98.2%）の順で、「迎え・送り団
子」以外は、90% 以上の認知度であった。
Ｍ地域と比較すると、Ｍ地域の平均認知度
95.6±6.4% に対し、Ｔ地域は 92.0±11.1%
で 3.6% 認知度は低かった。
　食べたことがある伝統食は、「雑煮」493
人（98.4%）、「年越しそば」488 人（97.4%）、
「ひな祭りずし」479 人（95.6%）の順に高
かった。Ｍ地域との比較では、Ｍ地域の平
表 4　夕食の共食状況等
表 5　知っている料理、食べたことがある料理、作ることができる料理（Ｍ地域との比較）
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況では、作ることができる伝統食が 2 品以
下の人に「子どもたちだけで食べる」との
回答が 3 人（7.1%）で有意に高く（p ＜ 0.05）、
作ることができる伝統食が 12 〜 14 品の人
に「一人で食べる」との回答が 2 人（2.8%）
で有意に高かった（p ＜ 0.05）（表 7）。
　伝統食を食べた場所としては、Ｔ地域の
場合、「家」404 人（80.6%）が最も多く、
次いで「祖父母宅」248 人（49.5%）であった。
家族構成別にみると、三世代以上では、「家」
114 人（91.9%）で、核家族の 286 人（77.1%）
と比較して、14.1% 高かった。Ｍ地域と比
較すると、Ｍ地域は「家」324 人（97.3%）、
　作ることができる伝統食の品数をＭ地域
と比較すると 9 品以上作ることができると
回答した人は、Ｔ地域 223 人（44.1%）、Ｍ
地域 189 人（56.7%）で、作ることができ
る伝統食の品数もＭ地域の方が高かった。
Ｔ地域において保護者の年齢別に作ること
ができる伝統食の品数を比較したが、有意
の差は認められなかった（表 6）。
　作ることができる伝統食の品数と食育に
関する認識とをみると、15 品以上作るこ
とができる人において、食育を「非常に大
切」と回答した人が 21 人（77.8%）で有意
に高く（p ＜ 0.05）、夕食における共食状
表 6　知っている料理、食べたことがある料理、作ることができる料理の数（Ｍ地域との比較）
表 7　作ることができる伝統食と食育に関する認識及び共食の実態 
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の順で、順位は同じであったが、「忙しく
作る時間がない」、「作り方がわからない」、
「作るのが面倒」は、Ｔ地域の方が高率で
あった。家族構成別にみると、「忙しくて
時間がない」と回答した人は、三世代以上
29 人（48.3%）に対し、核家族では 89 人
（56.3%）であり、核家族の方が 8% 高率で
あった（表 8）。
　 伝 え た い 伝 統 食 が あ る 人 は、269 人
（53.7%）であった（表 9）。
「祖父母宅」175 人（52.5%）、「保育園・学
校の行事で」63 人（18.9%）で、これらの
どの場所において比較しても、Ｍ地域の方
が高率であった。
　伝統食を作る頻度は、「よく作る」56 人
（11.2%）、「ときどき作る」226 人（45.1%）
であった。Ｍ地域と比較すると、Ｍ地域は
「よく作る」16 人（4.8%）、「ときどき作る」
137 人（41.1%）で、Ｔ地域の方が高く、「よ
く作る」には有意な差が認められた（p ＜
0.01）。家族構成別にみると、核家族では、
「作る（よく作る・ときどき作る）」は 213
人（57.4%）、「あまり作らない」は、141
人（38.0%）に対し、三世代以上では、「作る」、
64 人（51.6%）、「あまり作らない」55 人
（44.4%）であり、核家族の方が、よく作る
傾向にあった。 
　伝統食を作らない理由は、「忙しくて作
る時間がない」119 人（54.6%）、「作り方
がわからない」97 人（44.5%）、「作るのが
面倒」78 人（35.8%）の順であった。Ｍ
地域では、「忙しくて作る時間がない」78
人（43.8%）、「作り方がわからない」69 人
（38.8%）、「作るのが面倒」50 人（28.1%）
表 8　伝統食を食べた場所、作る頻度、作らない理由
表 9　伝えたい伝統食の有無
考　　察
1．幼児の食習慣と保護者の食に関する意識
　今回の我々の調査では、朝食の摂取状
況は、「毎日食べる」が、93.8% であり、
平成 17 年度乳幼児栄養調査 8）の 3 歳児
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人の努力だけでは難しく、食環境づくりが
必要である。学校・保育所、行政機関、企
業、ボランティア等が連携した地域ぐるみ
の取り組みが有効である。三島市では、毎
月 19 日を「家族団らん日」に設定し、市
は学校には早く下校させるように、企業に
は残業をしない日にするよう働きかけを行
い、スーパーマーケットには家族だんらん
の日の幟を掲げるなどをして、市民に働
きかけている 12）。このような行政と学校・
企業・スーパーマーケット等が一体となっ
た食環境づくりが地域で整備されることに
よって、各年齢層に共食の習慣、規則正し
い食事、食に対する感謝の念、食事マナー
等望ましい食習慣が定着すると考える。
2．Ｔ地域における伝統食について
　全 16 種類の伝統食について、認知度は
平均 92.0%、食べた経験は平均 83.1% で、
比較的高率であったが、作ることができる
伝統食は 47.7% と、かなり低くなっていた。
近年の外食産業をはじめとする食品産業の
急速な発展 13）により、面倒な伝統食は家
庭で作らなくても、飲食店や食料品店等で
購入できるため、作ることが少なくなった
ためと思われる。例えば雑煮は、地域に
よって食材が違い、家庭によってだしの取
り方が違うように、同じ料理名の伝統食で
あってもそれぞれの地域や家庭によって地
域の味・家庭の味がある。伝えたい伝統食
に関する設問では、伝えたい伝統食が「あ
る」と回答した人が 53.7% であった。村上
ら 14）の研究では、中高生のいる家庭にお
ける調理担当者が「伝統食として伝えたい」
と回答した人は約 40% でＴ地域の方が高
率であったことから、Ｔ地域における次世
代への伝統食の伝承が期待できる。しかし、
内閣府の食育に関する意識調査15）では、「伝
えたい郷土料理があり、伝えている」が
34.6%、「伝えたいものがあるが実際に伝え
90.3% と比べると摂食率は高かった。朝食
を食べない児は 1 人であったが、食べない
日もある児（毎日と回答した児以外）が
31 人いたことから、欠食児のいる家庭へ
の働きかけが必要である。朝食摂取の有無
は、年齢別、世帯構成別では有意の差が認
められなかったが、起床時間、就寝時間と
の間には有意の差が認められ、就寝時間が
遅い児、起床時間が遅い児に朝食を欠食す
る児が多く見られた。子どもの就寝時間は
年齢とともにおそくなる 9）ことから、学
童に対して行っている文部科学省の早寝
早起き朝ごはん運動 10）や岡山県栄養改善
協議会の朝食毎日きちんと食べよう大作
戦 11）のような活動を幼児に対しても行い、
幼いうちから早寝早起きの習慣をきちんと
つけることが朝食欠食児を増やさない対策
として必要であると考える。
　第 2 次食育推進基本計画の新たな目標の
一つに共食が挙げられている。本調査では、
「夕食を家族揃って食べる」児が 61.7%、
「大人のだれかと食べる」児が 35.3% であ
り、「子どもだけ（一人で食べるを含む）
で食べる」は、わずか 2.6% であった。し
かし、孤食の子どもは年齢とともに増えて
いる 9）。食習慣の基礎は 3 歳から 8 歳の間
に培われ、この時期の食育は非常に有効で
ある。保護者の 98.4% が食育を「大切（非
常に大切という回答も含む）」だと考えて
いる。さらに、食育を行う場を「家庭」だ
と回答した保護者は、93.8% と高く、保護
者が食育に非常に前向きである。家庭にお
ける食育の場としては、夕食は、絶好の場
といえる。夕食時間と共食の関係では、有
意の差は認められなかったが、19 時前後
が家族揃って食事ができやすいような傾向
がみられた。児の就寝時間等生活時間との
関係からみても、この時間帯が、夕食には
適切な時間設定と思われる。家庭における
共食や食育が円滑に行われるためには、個
124
にも作り方が分かりやすく紹介している。
また、本学紀要 35 巻で報告した「保育所
における食育の実態と連携のあり方」19）に
おいて、Ｍ地域の保育所では、様々な団
体と連携して食育を推進しており、県下で
最も連携体制が整っている地域として有意
の差が認められていた。Ｍ地域におけるこ
れらの活動や連携体制が、伝統食の認知度
の違いに大きく影響しているものと思われ
る。
　瀬戸内Ｔ地域は、海の幸、備前平野の幸
が豊富であり、栄養改善ボランティアが活
発な活動を行っている。保健所及び市単位
の食育推進協議会も設立されている 20）21）。
　Ｔ地域における食文化伝承に対する今後
の対策としては、地域の食育推進協議会を
核として、様々な関係機関・団体と保育所・
学校が連携を密に、若い世代を対象とした
手軽にできる伝統食の普及活動を充実する
必要があると考える。
ま　と　め
　近年、子どもたちを取り巻く食環境が大
きく変化し、不規則な食事、肥満や過度の
痩身、伝統的な食文化の危機等、食をめぐ
る問題が顕著化している。
　今回、我々は瀬戸内Ｔ地域の保育園児の
食習慣及び地域の食文化伝承に関する実態
を調査した。その結果の概要は次のとおり
である。
1. 朝食摂取状況は、毎日食べる幼児が
93.8% であった。就寝、起床時間が遅
い幼児に朝食を食べないという回答が
みられた。
2. 夕食の共食の状況は、家族揃って食べ
る、大人の誰かと食べるという回答が
多かったが、子どもだけで食べる幼児
が 2.2%、一人で食べる幼児が 0.4% で
あった。
3. 保護者は、食育を大切だと考え、食育
ていない」が 33.2% であった。このように、
伝えたいという思いと実際の行動とは異な
ることから、伝統食を「伝える」という行
動に結びつくような働きかけを適時に、そ
して継続的に行う必要がある。また、食べ
た場所が飲食店と回答した保護者は少な
かったが、核家族で、作ることができない
人が、家で食べるということは市販品の利
用につながっているものと考えられる。こ
のことから、本来のＴ地域独特な伝統食が
伝わっているのではなく、広域の伝統食が
伝わっていることも想定できる。様々な地
域の行事等を利用して、Ｔ地域独自の伝統
食を普及する必要がある。
　県北Ｍ地域と比較すると、知っている料
理、食べたことがある料理、作ることがで
きる料理の回答率はいずれもＭ地域の方が
高率であり、作ることのできる料理の品数
も多かったが、伝統食をつくる頻度はＴ地
域の方が高かった。Ｔ地域では、作ること
ができる限られた料理を頻繁に作っている
のではないかと推察された。伝統食を作ら
ない理由として、作る時間がない、作るの
が面倒という回答が多く、作り方がわから
ないという回答は、Ｍ地域より多いことか
ら、手軽にできる伝統食の作り方がわかれ
ば、作る種類も増え、作る回数も増えるこ
とが期待できる。
　さらに、作ることができる伝統食の品数
が多い人に、食育に対する認識が高く、反
対に作ることのできる伝統食の品数が少な
い家庭で、大人との共食率が低いという傾
向がみられた。このことから、伝統食、望
ましい食習慣、食事マナー等、一体となっ
た普及活動が幼児の食育に有効であると思
われる。
　Ｍ地域では、食育推進協議会が、地域の
伝統食を掘り起こし、冊子 16）としてとり
まとめ、冊子を活用して普及活動を活発に
展開している。行政のホームページ 17）18）
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は家庭で行うものであると認識してい
る人が多かった。  
4. 保護者の伝統食に対する認知度、喫食
経験は高かったが、作ることができる
料理は限られていた。
5. 保護者の作ることができる伝統食の数
は少なかったが、作る頻度はＭ地域よ
り多く、簡単にできる限られた料理を
頻繁に作っていると推察された。
　今後の対策としては、地域の食育推進協
議会を核として、①構成団体の特色を生か
した食育の連携活動を強化する、②様々な
行事を利用して伝統食を普及する、③若者
対象の調理体験を伴う事業を積極的に実施
すること等が有効であると思われた。
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